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遺
跡
の
保
護
に
ご
協
力
を

小
田
原
の
歴
史

地
下
に
眠
る

  

文
化
財
課
　
☎
33 - 

1
7
1
5

永塚北
きた

畑
ばたけ

遺跡
関東で初めて出土した「美

み
濃
の

」の文
字が刻印された奈良時代の須

す
恵
え

器
き

�

羽根尾貝塚
県指定重要文化財の縄文土器

�

曽我谷津岩本遺跡
足柄平野周辺で初めて出土した縄
文時代の台

だい
形
がた

土器

❻

千代南原遺跡
平成25年度に
市指定文化財となった8世紀の木

もっ
簡
かん

�

中里遺跡
市役所2階展示広報ロビーに展示
している弥生時代の大型の壺

つぼ

❺

千代仲
なか

ノ
の

町
ちょう

遺跡
土器を伴う古墳時代のかまど

�

千代南
みなみ

原
ばら

遺跡
大量に出土した平安時代の墨

ぼく
書
しょ

土
器

❼

現
在
、
市
内
で
は
、
小
田
原
城
跡
や
中
里
遺
跡
な
ど
2
7
9
か
所
の
遺
跡（
埋
蔵

文
化
財
包
蔵
地
）が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
平
成
25
年
度
の
調
査
で
は
、
縄
文
時
代

の
敷し

き

石い
し

住
居
跡
や
小
田
原
城
総そ

う

構が
ま
え

の
障し

ょ
う

子じ

堀ぼ
り

な
ど
を
確
認
し
、
小
田
原
の
歴
史
を

考
え
る
う
え
で
貴
重
な
調
査
成
果
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

大
切
な
遺
跡
を
保
護
す
る
た
め
に
、ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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高田宮
みや

町
まち

遺跡
弥生～古墳時代の竪

たて
穴住居跡

❹

久野下
げ

馬
ば

道
みち

上
うえ

遺跡
古墳時代のかまどを伴う竪穴住居
跡

�

早川石
いし

丁
ちょう

場
ば

群
ぐん

関
かん

白
ぱく

沢
ざわ

支
し

群
ぐん

江戸時代初期に江戸城の石垣用の
石材を切り出した石丁場

�

史跡小田原城跡
平成25年度には、戦国時代の庭園
跡や徳川家の家紋「三つ葉 葵

あおい
紋」

がついた軒
のき
丸
まる
瓦
がわら
などが出土

❾

小田原城下筋
すじ

違
かい

橋
ばし

町
ちょう

遺跡
小田原用水から町屋に引き込んだ
江戸時代の木製の水道管

❸

小田原城三の丸大久保弥
や

六
ろく

郎
ろう

邸跡
43ｍにわたって確認された戦国～
江戸時代初期の石組水路

❷

小田原城三の丸弁財天跡
戦国時代末期に造られた土塁・石

いし

組
ぐみ
溝
みぞ
・道路跡

❶

小田原城三の丸幸
こう

田
だ

口
ぐち

跡
戦国時代の田の字状の障壁を持つ
障子堀

❽

小田原市遺跡分布地図
※詳しい遺跡の範囲については、文化財課へ

　　  お問い合わせください。
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遺
跡
と
は

　

遺
跡
は
、
先
人
が
残
し
た
生
活
の
痕
跡
で
、

小
田
原
の
歴
史
を
語
る
重
要
な
文
化
財
で
す
。

先
人
の
生
活
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、こ

れ
ら
の
貴
重
な
遺
跡
を
、
後
世
に
伝
え
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

遺
跡
の
取
り
扱
い

　
遺
跡
内
で
土
木
工
事
な
ど
を
行
う
場
合
は
、

文
化
財
保
護
法
に
基
づ
き
、文
化
財
課
を
通
じ

て
、工
事
着
手
の
60
日
前
ま
で
に
県
教
育
委
員

会
への
届
け
出
が
必
要
で
す
。

　

届
け
出
の
内
容
か
ら
、工
事
が
遺
跡
に
影
響
を

及
ぼ
す
場
合
は
試
掘
調
査
を
実
施
し
、遺
跡
に

抵
触
す
る
と
判
断
さ
れ
る
と
本
格
調
査
の
実
施

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
遺
跡
内
や
そ
の
周
辺
で
土
木
工
事
な
ど
を
行

う
場
合
は
、
計
画
段
階
か
ら
文
化
財
課
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

試
掘
調
査
・
本
格
調
査

　
試
掘
調
査
は
、数
日
で
終
了
す
る
小
規
模
な

調
査
で
、
遺
跡
の
内
容
な
ど
を
確
認
す
る
も
の

で
す
。
事
業
者
の
費
用
負
担
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
本
格
調
査
は
、工
事
が
遺
跡
に
影
響
を
及
ぼ

す
範
囲
を
対
象
に
行
い
ま
す
。
原
則
、
事
業
者

が
費
用
を
負
担
し
ま
す
が
、
個
人
の
住
宅
を
建

設
す
る
場
合
な
ど
に
は
、
市
が
費
用
を
負
担
し

て
調
査
を
行
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
文
化
財
課

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

未
来
に
遺
跡
を
伝
え
て
い
く
た
め
、
調

査
への
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

国
指
定
史
跡
の
取
り
扱
い

　

小
田
原
城
跡
な
ど
の「
国
指
定
史
跡
」

は
、
遺
跡
の
中
で
も
、
歴
史
的
・
学
術
的

価
値
の
高
い
遺
跡
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る

の
で
、
将
来
に
わ
た
っ
て
保
存
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
現
状
を
変
更
す
る
場
合
や
、

保
存
に
影
響
を
及
ぼ
す
行
為
を
行
う
場
合

は
、
文
化
庁
な
ど
の
許
可
が
必
要
と
な
る

な
ど
、
通
常
よ
り
も
厳
し
い
規
制
が
あ
り

ま
す
。
変
更
内
容
に
よ
っ
て
は
、
許
可
が
得

ら
れ
な
い
場
合
も
あ
る
の
で
、
計
画
段
階
か

ら
文
化
財
課
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

平
成
25
年
度
発
掘
調
査
の
成
果

　

平
成
25
年
度
は
、
試
掘
調
査
42
件
、
本

格
調
査
24
件
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

南
町
の
天て

ん

神じ
ん

山や
ま

遺
跡
で
は
、
縄
文
時
代

の
敷し

き

石い
し

住
居
跡（
※
1
）を
発
見
し
、
約

4
0
0
0
年
前
の
集
落
跡
を
確
認
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
住
居
の
縁
に
石
を
立
て

て
並
べ
る
な
ど
、丁
寧
な
造
り
で
し
た
。

　

別
堀
前
田
遺
跡
で
は
、
古
墳
時
代
の
木き

組ぐ
み

遺
構
を
発
見
し
ま
し
た
。ま
た
、
は
し

ご
・
田た

下げ

駄た

・
曲ま

げ

物も
の

・
糸
巻
き
具
な
ど
、

多
く
の
木
製
品
が
出
土
し
、
当
時
の
暮
ら

し
を
解
明
す
る
手
掛
か
り
と
な
り
ま
し
た
。

　

板
橋
の
小
田
原
城
総そ

う

構が
ま
え

二ふ
た

重え

外と

張ば
り

で

未
来
に
遺
跡
を

残
す
た
め
…

発
掘
調
査 

Ｑ
＆

Ａ

■
■�

遺
跡
内
で
工
事
を
行
う
場
合
、
必
ず
発
掘
調

査
が
必
要
で
す
か
。

■
■�

工
事
が
遺
跡
の
あ
る
深
さ
ま
で
及
ば
な
い
場

合
は
、
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
調
査
を
行
わ
な

い
場
合
は
、
掘
削
時
に
文
化
財
課
職
員
が
立

ち
会
い
ま
す
。

■
■�

本
格
調
査
に
は
ど
の
く
ら
い
の
費
用
と
時
間

が
か
か
り
ま
す
か
。

■
■�

発
掘
調
査
を
行
う
遺
跡
に
よ
っ
て
異
な
り
ま

す
。1
平
方
メ
ー
ト
ル
当
た
り
、
小
田
原
城

周
辺
で
5
万
円
前
後
、
そ
の
他
の
地
域
で
は

3
万
円
前
後
で
す
。ま
た
、
調
査
期
間
は
、
調

査
面
積
1
0
0
平
方
メ
ー
ト
ル
以
下
の
個
人

住
宅
で
、
2
か
月
前
後
で
す
。

■
■�

発
掘
調
査
の
結
果
に
よ
っ
て
は
工
事
が
で
き

な
く
な
り
ま
す
か
。

■
■�

多
く
の
場
合
、
写
真
や
測
量
図
面
な
ど
で
遺

跡
の
記
録
を
残
し
た
後
、
予
定
ど
お
り
工
事

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。た
だ
し
、
重
要
な
遺
跡

な
ど
が
発
見
さ
れ
た
場
合
、
工
事
位
置
の
変

更
や
盛
り
土
を
す
る
な
ど
、
遺
跡
の
保
存
に

つ
い
て
協
議
が
必
要
な
場
合
も
あ
り
ま
す
。

■
■�

発
掘
調
査
で
出
土
し
た
遺
物
は
、
誰
の
も
の

に
な
り
ま
す
か
。

■
■�

出
土
し
た
遺
物
が
文
化
財
と
認
定
さ
れ
、
6

か
月
以
内
に
所
有
者
が
判
明
し
な
い
場
合

は
、
県
に
帰
属
し
ま
す
。そ
の
後
、
市
に
譲
与

さ
れ
、
保
管
・
活
用
さ
れ
ま
す
。

本格調査

試掘調査
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は
、
戦
国
時
代
末
期
に
造
ら
れ
た
障

し
ょ
う

子じ

堀ぼ
り

を
確

認
し
、小
田
原
城
の
縄
張（
※
2
）を
考
え
る
う

え
で
重
要
な
成
果
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
他
の
調
査
で
も
、
小
田
原
の
歴
史
を
考

え
る
う
え
で
貴
重
な
調
査
結
果
を
得
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。こ
れ
ら
の
成
果
は
、
最
新
出
土

品
展
や
遺
跡
調
査
発
表
会
で
公
開
す
る
予
定

で
す
。

※
1 
床
面
に
石
が
敷
か
れ
た
竪た

て

穴
住
居
跡

※
2 
曲く

る

輪わ

や
堀
、門
、虎こ

口ぐ
ち

な
ど
の
配
置

　
市
で
は
、埋
蔵
文
化
財
に
関
連
す
る
イ
ベン

ト
を
、毎
年
行
って
い
ま
す
。

●
最
新
出
土
品
展

　

発
掘
調
査
の
成
果
を

出
土
品
や
パ
ネ
ル
で
紹

介
。
出
土
品
を
間
近
で

観
察
で
き
、小
田
原
の
歴

史
を
感
じ
ら
れ
ま
す
。

●
遺
跡
調
査
発
表
会

　

調
査
担
当
者
が
写
真

な
ど
を
使
い
な
が
ら
、
平

成
25
年
度
調
査
成
果

を
、
分
か
り
や
す
く
説

明
。
資
料
集
を
無
料
で

配
布
し
ま
す
。

●
遺
跡
講
演
会

　
遺
跡
に
関
す
る
最
新
の
成
果
を
学
識
経
験

者
に
お
話
し
い
た
だ
き
、
小
田
原
の
歴
史
に
つ

い
て
考
え
ま
す
。

●
遺
跡
見
学
会

　
発
掘
調
査
し
た
遺
跡
周
辺
を
、パ
ン
フ
レ
ッ

ト
な
ど
を
使
っ
た
説
明
を
受
け
な
が
ら
散
策

し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
決
ま
り
次
第
、
広
報
紙
や
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
市
で
は
、
埋
蔵
文
化
財
に
関
連
す
る
冊
子

を
、毎
年
刊
行
し
て
い
ま
す
。

●
小
田
原
の
遺
跡
探
訪
シ
リ
ー
ズ

　
遺
跡
見
学
会
で
配
布
し
て
い
る
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
で
す
。
各
地
域
で
発
見
さ
れ
た
遺
跡
を
詳

し
く
解
説
し
た
も
の
で
、シ
リ
ー
ズ
9
ま
で
刊

行
し
て
い
ま
す
。
文
化
財
課
、
郷
土
文
化
館

で
配
布
し
て
い
ま
す
。

●
小
田
原
市
文
化
財
調
査
報
告
書

　

試
掘
調
査
・
本
格
調
査
の
成
果
を
ま
と
め

た
報
告
書
で
す
。
文
化
財
課
、
図
書
館
で
閲

覧
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
ま

た
、
一
部
は
市

役
所
4
階
行
政

情
報
セ
ン
タ
ー

で
販
売
し
て
い

ま
す
。

平
成
26
年
度  

イ
ベ
ン
ト
情
報

刊
行
物
案
内

日
程 

11
月
30
日（
日
）

場
所 

か
も
め
図
書
館

日
程 

平
成
27
年
1
月
開
催
予
定

場
所 

未
定

日
程 

平
成
27
年
3
月
開
催
予
定

場
所 

未
定

日
程 

11
月
14
日（
金
）

　
　 

～
30
日（
日
）

場
所 

か
も
め
図
書
館

昨年の遺跡調査発表会

天神山遺跡　柄
え
鏡
かがみ
形をした敷石住居跡

小田原城総構二重外張　障子堀

昨年の最新出土品展

別堀前田遺跡　木組遺構



 

平
成
6
年
8
月
1
日
に
開
館
し
た
「
か
も
め
図
書
館
」
。

今
年
で
開
館
20
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

か
も
め
図
書
館
は
、図
書
の
貸
し
出
し
だ
け
で
な
く
、

児
童
サ
ー
ビ
ス
や
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
な
ど
の
機
能
も
あ
り
、

誰
も
が
気
軽
に
利
用
で
き
る
身
近
な
図
書
館
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
、新
た
な
出
会
い
を
提
供
す
る
図
書
館
を
目
指
し
ま
す
。

ぜ
ひ
、ご
利
用
く
だ
さ
い
。

6

「
絵
本
の
よ
み
き
か

せ
」や「
か
も
め
名
画

座
」の
イ
ベ
ン
ト
、
本

に
関
連
し
た
講
習
会

な
ど
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
グ
ル
ー
プ
の
皆
さ
ん

の
協
力
の
も
と
実
施
。

ま
た
、
書
架
の
整
理
、

館
内
の
飾
り
付
け
な

ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。

か
も
め
図
書
館
は
、

多
く
の
人
に
支
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

※�

表
紙
の
写
真
は
、
か
も
め
図
書
館
を
支
え
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
の
皆
さ
ん
で
す
。こ
の
他
に

も
、
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
に
支
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
市
の
図
書
館
は
、
皆
さ
ん
が
求
め
る
本
を
提

供
す
る
こ
と
を
は
じ
め
、
本
に
親
し
む
た
め
の

イ
ベ
ン
ト
の
開
催
、
知
的
向
上
心
に
応
え
る
た

め
の
資
料
収
集
や
情
報
発
信
な
ど
を
通
じ
て
、

「
出
会
う
図
書
館
」を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

開
館
時
、
約
9
万
2
0
0
0
冊
だ
っ
た
蔵

書
は
、
現
在
、
約
18
万
1
0
0
0
冊
に
な
り
ま

し
た
。

　
こ
の
20
年
間
で
、
延
べ
約
2
5
5
万
人
に
、

約
7
6
8
万
冊
を
貸
し
出
し
て
い
ま
す
。

  

か
も
め
図
書
館
　
☎
49 - 

7
8
0
0

開
館
20
周
年
！

か
も
め
図
書
館

　 

「
出
会
う
図
書
館
」

   一  

か
け
が
え
の
な
い
本
に
出
会
う
図
書
館

 

二 

人
の
温ぬ

く

も
り
に
出
会
う
図
書
館

 

三 

様さ
ま

々ざ
ま

な
情
報
に
出
会
う
図
書
館

　 
支
え
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　 

蔵
書
の
増
加

　 
2
5
5
万
人
が
利
用

所　　在
開館時間

休  館  日

アクセス

〒250-0875 南鴨宮1-5-30
午前９時～午後７時

（土・日曜日、祝日、視聴覚
ライブラリーは午後５時まで）
毎月第4月曜日（第4月曜日が
祝日・振替休日の場合は翌
日）、年末年始（12月28日～
1月3日）、特別整理期間
JR鴨宮駅から徒歩10分　
※駐車場　92台

❶「私のこの一冊」募集
　テーマに沿った、あなたの一冊を教えてください。応募いただいた
内容は、かもめ図書館で紹介します。

「次世代への一冊」
「出会いの一冊」
「何度でも読みたい一冊」
8月1日（金）～31日（日）
かもめ図書館、市立図書館、ネットワーク館（※）にある応
募用紙（市ホームページから印刷も可）に必要事項を記入
し、募集箱に投かん。郵送または、 49-7803でも受け
付けます。

❷記念展示
　かもめ図書館開館時の写真や新聞記事などを展示します。

7月31日（木）～8月31日（日）

開館20周年記念イベント

募集期間

テーマ

応募方法

展示期間

かもめ図書館フレンズ
代表　中田 甫

はじめ

さん
本と人の出会い、本を探す楽しみ、見つける喜
び、読んで分かる喜び、カウンターでのぬくもり
あるやりとり、心地よい図書館・・・
私たちは、そんな図書館を応援します。

小田原大橋

鴨宮自動車学校
至国道1号線

至巡礼街道

長野製作所 JR鴨宮駅

至国府津
南口

至小田
原

富士見小学校

栄町小八幡線

至酒匂曽我線
（印刷局）

酒
匂
川

下
新
田

篭
場

小田原市立
かもめ図書館

県
道
鴨
宮
停
車
場
線

※マロニエ図書室、いずみ図書コーナー、こゆるぎ図書コーナー、
　けやき図書室、国府津学習館図書室、尊徳記念館図書室



　夏休みに入ると、学校だけでは体験できないさまざ
まな世界へ、子どもたちは解き放たれたように活動領
域を広げます。「カラダ」を目一杯躍動させての動的
な体験もあれば、「アタマ」をフルに動かして知的世界
へ奥深く入り込む静的な体験も。ぜひ、できる限りの
チャレンジをして、身も心も逞

たくま

しく成長する夏にしてほし
いと思います。
　そんな中、夏休みといえば「読書週間」が昔からの
定番。この時期、書店の店頭に大きなスペースを取っ
て平積みされている推薦図書を見ると、「ああ、夏休
みだなあ」と、懐かしさをもって感じる大人も多いはず
です。自分が子どもの頃に読んだ作品があると、思わ
ず手にとって眺めてしまいます。
　子どもの頃の私は、どちらかといえば外で真っ黒に
なるまで遊んだタイプで、本をよく読む子ではありませ
んでした。それでも、今振り返れば、母に買ってもらっ
た何冊かの本（椋

むく

鳩
はと

十
じゅう

『孤島の野犬』や、切り絵の美
しい『モチモチの木』など）は、とても記憶に残ってい
ます。高校時代に読みあさったのは新田次郎の山岳
小説。大学時代は宮沢賢治ものや、哲学めいた本な
どに魅

ひ

かれました。家庭を持ってからは、寝しなに子ど
もたちに読み聞かせる絵本が面白く、大切な時間でし
た。
　昨今はＩＴの時代となり、書籍も含め読み物はパソコ
ンやモバイル端末を通じて読むことがごく一般化して、
読書行為における「本」のシェアは下がっています。し
かし、実在するものとしての「本」の存在感は、やは
り電子機器上の文字情報には替えられない価値がある
と感じています。本棚に並ぶ、さまざまな大きさと装
丁をもつ「本」は、それを眺める側の時々の気分や問
題意識などに応じていろいろなメッセージを放ちますし、
１枚１枚ページをめくる紙の手触りとインクの匂

にお

い、手
のひらに乗せた本の厚みや重みは、読み手の五感を
開いてくれる気がします。私自身は、じっくりと読書に
ふける時間が最近は少ないのですが、気になる本は常
に手元に置き、その存在を感じるようにしています。
　夏休み、ぜひ多くの子どもたちに、人生の糧となる
ような「本」と出会ってほしいと願っています。

「本」の存在感
小田原市長　加藤 憲一

広報　小田原　2014.8.17

Amazon.co.jpから児童図書が寄贈！
　7月3日、A

アマゾンシーオージェーピー

mazon.co.jpから、「オールタイムベスト
児童文学100」に選出された100タイトルおよびその
シリーズタイトルが寄贈されました。
　寄贈された書籍は、8月1日（金）から貸し出します。
　なお、8月1日（金）～31日（日）の期間、かもめ図書
館児童室特設コーナーで展示しています。

「オールタイムベスト児童文学100」とは・・・
　Amazon.co.jpでの売り上げや購入者評価などの
各種データを基に、小学1・2年生、3・4年生、5・6年
生、中学生向けの4つの対象年齢別に選出された児童
文学書の100タイトル。

この夏、この一冊
　この夏休み、心に残る大切な一冊を探してみませ
んか。小・中学生や高校生にお薦めする本を紹介し
たリーフレットを用意しています。

本を借りるときは
　本を借りるときには、「利用者カード」が必要です。
　利用者カードは、かもめ図書館だけでなく、市立
図書館、ネットワーク館でも使えます。申込書に必
要事項を記入し、住所確認できるもの（免許証、保
険証、学生証など）と合わせてカウンターにお持ち
ください。

本を借りられる人
●市内在住、在勤、在学の人
●�南足柄市、中井町、大井町、松田町、山北町、
　開成町、箱根町、真鶴町、湯河原町、
　二宮町に在住の人

一度に借りられる点数と期間
●図書（雑誌を含む）��10冊��2週間
●紙芝居　　　　　　�6点��2週間
●視聴覚資料　　　　�6点��1週間
※インターネットで、蔵書検索や予約ができます。
　　　　　　「小田原市立図書館インターネット」
　�で検索

7月3日の贈呈式のようす
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広
域
調
整
課
　
☎
49 - 

4
4
2
2

消防車・救急車の
到着時間の短縮
広域化前の管轄区域を越えた消防活動が可能
となり、従前の管轄区域境を中心に、現場到
着時間が短縮しています。

効果

1
地　域 広域化前到着時間 広域化後到着時間 短縮時間
小　竹 13 分 58 秒 　  ９分 29 秒   4 分 29 秒
小　船 12 分 23 秒 　10 分 18 秒   2 分   5 秒
北ノ窪   9 分 41 秒 　  8 分 28 秒   1 分 13 秒

→ →
→ →
→ →

消
防
の
広
域
化
で
は
、
消
防
車
や
救
急
車
の
到
着
時
間
短
縮
が
期
待
さ
れ
、

広
域
化
後
の
早
い
時
期
か
ら
効
果
が
現
れ
て
い
ま
し
た
。

１
年
が
経
過
し
、
到
着
時
間
短
縮
以
外
に
も
効
果
が
現
れ
て
い
ま
す
。

多
く
の
効
果
が
！

消
防
広
域
化
か
ら
１
年

出動部隊増加による
初動体制の強化
災害現場では、初期段階で迅速に多くの人員・
車両を投入できるかが大事です。出動部隊数
が6隊から10隊に増えたため、早期の延焼防
止が可能になるなど、災害対応力に効果があ
ります。

効果

2

１市５町の消防団と
連携強化
小田原市以外の1市5町の消防団とともに、災
害現場で活動するようになりました。5月25
日に実施した小田原市水防演習には、酒匂川
流域である大井町消防団が初めて参加。合同
で水防工法を演習し、水防体制の連携が強化
されています。

効果

4

応急手当の知識・技術を
持つ地域住民の増加
小田原市で毎月開催している定期救命講習の
受講者を、2市5町（小田原市、南足柄市、中井
町、大井町、松田町、山北町、開成町）住民に
拡大。AEDの使用方法を含む応急手当の知
識・技術を習得した人が増えています。小田
原市民の生活圏でもある地域で、救命率の向
上が期待できます。

効果

3

部隊などの
専門化・高度化
各消防本部を統合したことで、効率的に職員
を配置することができ、消防、救急、救助の各
隊が専従で任務に当たっています。

効果

6

救急車

高機能な
車両・資機材の充実
各管轄で保有していた救助車両・はしご車
などの特殊車両を、広域化後は小田原市消防
本部として複数保有することになりました。
1台が整備中でも、常に災害時の対応が可能
となっています。

効果

5



広報　小田原　2014.8.19

市
地
下
街
運
営
戦
略
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
・

市
商
店
街
連
合
会
地
下
街
担
当
理
事

古
川
達た

つ

高た
か

さ
ん

　
自
分
の
子
ど
も
や
孫
に
と
っ
て
、「
誇
れ
る
小

田
原
」
で
あ
っ
て
ほ
し
い
。そ
の
た
め
に
「
誇
れ

る
地
下
街
」
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
市
の
担
当
者
と
は
、
単
な
る
商
業
施
設
で
は

な
く
、
街
か
ど
案
内
所
と
ハ
ル
ネ
広
場
を
中
心

と
し
た
、
地
域
経
済
の
振
興
、
中
心
市
街
地
の

活
性
化
の
た
め
の
施
設
と
い
う
こ
と
を
常
に
意

識
し
、
取
り
組
も
う
と
話
し
て
い
ま
す
。
多
方

面
か
ら
、
い
ろ
い
ろ
な
意
見
を
い
た
だ
き
な
が

ら
、地
域
全
体
の
活
性
化
に
つ
な
げ
た
い
で
す
。

　
地
下
街
は
、そ
こ
で
完
結
す
る
場
所
で
は
な
く
、「
こ
こ
か
ら
」
小

田
原
の
街
を
知
り
、
見
て
回
る
。そ
し
て
、
お
い
し
い
食
べ
物
や
伝

統
の
技
が
息
づ
く
「
モ
ノ
」
を
求
め
て
も
ら
う
場
で
す
。

　
街
か
ど
案
内
所
で
は
、ス
タ
ッ
フ
が
お
客
様
一
人
一
人
に
応
じ
た

き
め
細
か
い
サ
ー
ビ
ス
を
す
る
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
の
よ
う
に
、
市
内

や
街
な
か
で
の
過
ご
し
方
の
提
案
や
小
田
原
の
魅
力
を
紹
介
し
ま

す
。そ
の
た
め
に
、街
の
情
報
を
常
に
幅
広
く
集
め
て
い
き
ま
す
。

　
ハ
ル
ネ
広
場
で
は
、
農
水
産
物
や
木
製
品
な
ど
の
地
域
の
資
源

を
魅み

せ
て
体
験
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
や
販
売
促
進
に
つ
な
が
る
イ
ベ
ン

ト
、
市
内
や
街
な
か
で
開
催
さ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
と
の
共
同
事
業
、
商

店
街
な
ど
と
連
携
し
た
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
開
催
を
考
え
て
い
ま
す
。

小田原地下街

開業まで３か月
街かど案内所とハルネ広場

  中心市街地整備課　☎33-1596

11月、小田原地下街「H
ハ ル ネ

aRuNe小田原」が開業します。
地域経済の振興と中心市街地の活性化を目指す地下街で、その拠点となるのが、
街かど案内所とハルネ広場です。

検
討
の
現
場
か
ら

地
下
街
へ
の
思
い

地
下
街
で
の
取
り
組
み 市商店街連合会をはじめとした関連する地域経済団体や

事業者の皆さんが中心となって検討しています。

「HaRuNe小田原」ホームページ
8月18日（月）開設！
　　　　 http://www.harune-odawara.com

街かど案内所

ハルネ広場

地域の魅力を発信
小田原とその周辺地域の魅力を発信し、案内す
る「街かど案内所」。地下街をスタート地点に、
市内や街なかの回遊を促進します。

小田原駅方面

地域の魅力を体感
地域経済団体や出店者、団
体や事業者などと連携しな
がら、イベントを展開する

「ハルネ広場」。農林漁業や
地場産業をはじめ、地域全体
の活性化につなげます。
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歌
舞
伎
十
八
番
の
一
つ
で
、
小
田
原
宿
の
地

名
な
ど
が
登
場
す
る「
外
郎
売
」の
口
上
を
広

め
た
い
と
、
平
成
16
年
に
活
動
を
始
め
た「
外

郎
売
の
口
上
研
究
会
」。

　

練
習
会
に
参
加
し
、
準
備
運
動
や
発
声
練

習
、こ
ま
回
し
、
リ
ズ
ミ
カ
ル
な
言
葉
遊
び
を

体
験
し
ま
し
た
。
会
員
は
小
学
校
低
学
年
か
ら

70
歳
代
ま
で
と

幅
広
く
、
口
上

に
遊
び
の
要
素

を
取
り
入
れ
た

こ
と
で
、
世
代

を
超
え
た
交
流

が
生
ま
れ
て
い

ま
し
た
。
東
日

本
大
震
災
の
被

災
地
復
興
支
援

に
も
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　
「
お
だ
わ
ら
子
ど
も
防
災
」は
、
東
日
本
大

震
災
を
機
に
、「
災
害
時
に
子
ど
も
の
命
を
守

る
た
め
に
で
き
る
こ
と
は
何
か
」
を
考
え
、
平

成
23
年
か
ら
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
防
災
講
座（
座
談
会
）に
参
加
し
ま
し
た
。非

常
時
に
ト
イ
レ
が
使
え
な
い
場
合
や
お
む
つ
が

不
足
し
た
と
き
、
身
近
に
あ
る
新
聞
紙
や
ち
ら

し
な
ど
で
の
代

用
方
法
な
ど
を

学
び
ま
し
た
。

防
災
の
知
識
だ

け
で
な
く
、
日

頃
の
暮
ら
し
を

見
直
す
こ
と
か

ら
始
め
、
地
域

の
防
災
力
向
上

に
つ
な
げ
た
い

と
い
う
思
い
を

感
じ
ま
し
た
。

　

食
材
・
ス
タ
ッ
フ
を
地
域
で
ま
か
な
い
、

地
域
住
民
に
向
け
て
販
売
す
る
地
域
循
環
型

経
済
を
目
指
し
、
平
成
24
年
に
扇
町
商
工
振

興
会
が
空
き
店
舗
を
利
用
し
て
オ
ー
プ
ン
し

た「
ま
い
ど
扇
町
」。

　

弁
当
を
配
達
す
る
会
長
に
同
行
し
ま
し

た
。
添
加
物
を
ほ
と
ん
ど
使
わ
ず
、
お
い
し

い
と
評
判
の
手
作
り
弁
当
。こ
の
弁
当
か
ら

「
ま
い
ど
扇
町
」の
知
名
度
を
高
め
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
機
能
の
向
上
を
目
指
し
て
い
ま

す
。

手
作
り
弁
当
と
仲
間
が
集
う

H
O
T
な
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ま
い
ど
扇
町

世
代
を
超
え
て
、小
田
原
文
化
を

明
る
く
楽
し
く
広
め
る

外う
い

郎ろ
う

売う
り

の
口
上
研
究
会

ふ
だ
ん
の
生
活
に
あ
る
か
ら
こ
そ

非
常
時
に
役
立
つ

お
だ
わ
ら
子
ど
も
防
災

現
場
で
感
じ
る
市
民
の
力

皆
さ
ん
の
活
動
現
場
に
お
伺
い
し
ま
す

市
長
の
現
場
訪
問

　

平
成
20
年
に
発
足
し
、
小
田
原
警
察
署
と

連
携
し
な
が
ら
、
青
色
回
転
灯
装
備
車（
青
パ

ト
）に
よ
る
自
主
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
て

い
る
J
C
P
A
神
奈
川
県
本
部
小
田
原
支
部
。

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
だ
け
で
な
く
、
小
学
生
の
登

下
校
時
の
見
守
り
活
動
や
挨
拶
運
動
な
ど
も

行
っ
て
い
ま
す
。

　

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
に
参
加
し
ま
し
た
。
防
犯

啓
発
ア
ナ
ウ
ン
ス
を
拡
声
器
で
流
し
な
が
ら
巡

回
。
歩
行
者
に
車
中
か
ら
声
か
け
を
し
て
い
き

ま
し
た
。
パ
ト

ロ
ー
ル
だ
け
で

な
く
、
地
域
づ

く
り
を
重
視
す

る
こ
と
で
、
人

と
の
つ
な
が
り

や
、
地
域
防
犯

力
の
強
化
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

青
パ
ト
に
よ
る
安
心
安
全
な
ま
ち
づ
く
り

N
P
O
法
人
日
本
犯
罪

防
止
事
業
団（
J
C
P
A
）

神
奈
川
県
本
部
小
田
原
支
部

市
民
団
体
の
活
動
の
現
場
に
お
伺
い
し
、意
見
交
換
な
ど
を
通
じ
て
、活
動
す
る
皆
さ

ん
の
考
え
を
肌
で
感
じ
、今
後
の
市
政
に
生
か
す
「
市
長
の
現
場
訪
問
」
。

今
回
は
、平
成
25
年
10
月
～
26
年
5
月
の
訪
問
の
よ
う
す
を
紹
介
し
ま
す
。

※
詳
し
い
内
容
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
紹
介
し
て
い
ま
す
。

  

広
報
広
聴
課
　
☎
33 - 

1
2
6
3

12月7日
平成25年

5月28日
平成26年

2月20日
平成26年

10月15日
平成25年
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昭
和
44
年
の
創
立
か
ら
45
年
間
に
わ
た

り
、
小
田
原
駅
西
口
か
ら
城
山
中
学
校
周

辺
で
道
路
の
清
掃
活
動
や
歩
道
の
除
草
作

業
、
プ
ラ
ン
タ
ー
へ
の
植
栽
、
小
学
生
の
下

校
見
守
り
活
動
な
ど
を
行
い
、
年
間
を
通

じ
て
、
地
域

の
環
境
に
配

慮
し
た
活
動

を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
終
戦
直
前
の
昭
和
20
年
8
月
15
日
未

明
、
小
田
原
は
空
襲
を
受
け
ま
し
た
。
こ

の
小
田
原
空
襲
で
は
、
本
町
や
浜
町
な
ど

が
被
害
を
受
け
、
約
4
0
0
軒
が
焼
失
。

12
人
の
尊
い
命
が
奪
わ
れ
た
こ
と
が
分

か
っ
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
平
成
5
年
10
月
1
日
に
「
小

田
原
市
平
和
都
市
宣
言
」
を
制
定
。
戦
争

の
な
い
平
和
な
社
会
を
次
の
世
代
へ
引
き

継
ぐ
た
め
に
、
宣
言
文
を
読
み
返
し
、
改

め
て
平
和
に
つ
い
て
考
え
ま
し
ょ
う
。

原
爆
ポ
ス
タ
ー
展
を
開
催

　
　 

8
月
11
日（
月
）～
18
日（
月
）

　
　 

市
役
所
２
階
市
民
ロ
ビ
ー

小
田
原
市
平
和
都
市
宣
言

　

わ
が
国
は
世
界
で
唯
一
の
核

被
爆
国
で
あ
り
国
民
は
日
本
国

憲
法
に
も
と
づ
く
恒
久
平
和
の　

実
現
を
め
ざ
し
世
界
か
ら
核
兵

器
を
廃
絶
す
る
こ
と
を
共
通
の

願
い
と
し
て
い
ま
す

　

わ
た
く
し
た
ち
の
ま
ち
小
田

原
は
過
去
に
戦
災
を
被
る
と
い

う
悲
し
い
歴
史
を
持
っ
て
い
ま
す

そ
し
て
多
く
の
歴
史
的
文
化
遺

産
を
守
り
続
け
て
い
る
わ
た
く

し
た
ち
に
は
こ
う
し
た
惨
禍
を

く
り
返
す
こ
と
の
な
い
よ
う
平
和

を
守
り
き
ら
め
く
城
下
町
を
次

の
世
代
へ
引
き
継
い
で
い
く
責
務

が
あ
り
ま
す

　

小
田
原
市
は
美
し
い
地
球
を

大
切
に
し
輝
か
し
い
人
類
の
未
来

を
信
じ
世
界
平
和
を
実
現
す
る

た
め
こ
こ
に
永
久
に
平
和
都
市
で

あ
る
こ
と
を
宣
言
し
ま
す

戦
争
の
な
い
平
和
な
社
会
を
次
の
世
代
へ

小
田
原
市
平
和
都
市
宣
言

  

総
務
課
　
☎
33 - 

1
2
9
1

　
地
域
環
境
美
化
功
績
者
表
彰
は
、
地
域

環
境
の
美
化
の
た
め
、
多
年
に
わ
た
り
顕

著
な
功
績
の
あ
っ
た
個
人
・
団
体
を
た
た

え
る
も
の
で
す
。
本
市
か
ら
「
大
窪
61
区

長
寿
会
」「
城
山
む
つ
み
会
」
の
2
団
体

が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
全
国
で
21
個
人
と

44
団
体
が
表
彰
さ
れ
、
県
内
で
表
彰
さ
れ

た
３
団
体
の
う
ち
、2
団
体
が
本
市
か
ら

の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

8
月
6
日
は
広
島
、
9
日
は
長
崎
に

原
爆
が
投
下
さ
れ
た
日
で
す
。

当
日
は
、
原
爆
死
没
者
の

追
悼
と
平
和
祈
念
の
黙
と
う
を
。

8
月
15
日
は
戦
没
者
を
追
悼
し

平
和
を
祈
念
す
る
日
で
す
。

正
午
に
は
1
分
間
の
黙
と
う
を
。

　
昭
和
40
年
の
創
立
か
ら
49
年
間
に
わ
た

り
、
板
橋
地
区
で
清
掃
活
動
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
。
地
区
内
に
あ
る
神
社
の
境
内

を
除
草
し
た
り
、
道
路
を
清
掃
す
る
他
、

地
区
遊
園
地
の
花
壇
や
プ
ラ
ン
タ
ー
に
花

を
植
え
、
植

栽
活
動
も

行
っ
て
い
ま

す
。

大
窪
61
区
長
寿
会

城
山
む
つ
み
会

  

環
境
政
策
課
　
☎
33 - 

1
4
7
2

環
境
大
臣
か
ら
市
内
２
団
体
が
表
彰

平
成
26
年
度
地
域
環
境
美
化
功
績
者
表
彰

場
所

期
間

駐
車
場
無
料
利
用
券

平成26年8月31日（日）まで1回限り有効

わんぱくらんど・辻村植物公園駐車場

※コピー・ダウンロードは無効

ポイントカードとの併用、

再入場はできません。

（左から）大窪61区長寿会会長 川野隆
たか

仁
ひと

さん、加藤市長、
城山むつみ会会長 大森一

いち
学
がく

さん
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8
月
16
日（
土
）・
17
日（
日
）

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

い
こ
い
の
森
、
わ
ん
ぱ
く
ら
ん
ど
、

フ
ォ
レ
ス
ト
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
小
田

原
、辻
村
山
林
・
農
園 

他

宿
泊
キ
ャ
ン
プ
、
日
帰
り
森
林
林
業

体
験
ツ
ア
ー
、親
子
木
工
教
室
、夜
の

森
の
探
検
、
星
空
観
察
、
飲
食
ブ
ー

ス
、ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
る
申
込
フ
ォ
ー

ム
、
ま
た
は
市
内
小
学
校
に
配
布
し

た
ち
ら
し
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
右
下
の
駐
車
場
無
料
利
用
券
を
持
参
す

る
と
無
料
で
駐
車
で
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ「
市
の
取
り

組
み
」
を
ク
リ
ッ
ク
→「
地
域
経
済
」
→

「
農
・
林
業
」の「
イ
ベ
ン
ト
」

　
市
で
は
、
森
や
木
を
身
近
な
場
・
も
の

と
し
て
親
し
み
、
木
々
か
ら
学
ぶ
「
木も

く

育い
く

」
活
動
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
こ
の
活

動
で
は
、
木
に
囲
ま
れ
た
立
地
な
ら
で
は

の
団
体
な
ど
が
連
携
す
る
こ
と
で
、
一
体

的
な
活
動
を
通
じ
、
地
の
利
を
生
か
し
た
、

森
林
・
林
業
・
木
材
産
業
の
活
性
化
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

　
小
田
原
の
森
に
、
森
と
木
に
関
わ
る
さ

ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
が
集
結
し
ま
す
。

　
今
春
完
成
し
た
、
い
こ
い
の
森
の
バ
ン

ガ
ロ
ー
・
ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
を
拠
点
に
、
わ

ん
ぱ
く
ら
ん
ど
や
フ
ォ
レ
ス
ト
ア
ド
ベ
ン

チ
ャ
ー
小
田
原
な
ど
に
も
足
を
延
ば
し
て

楽
し
み
ま
し
ょ
う
！

　
昨
年
大
好
評
だ
っ
た
、
辻
村
山
林
「
夜

の
森
の
探
検
」
な
ど
を
実
施
。
今
話
題
の

「
林
業
女
子
会
＠
東
京
」
が
来
場

し
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
も
開
催
し

ま
す
。
小
田
原
の
地
魚
を
使
っ
た

フ
ァ
ス
ト
フ
ー
ド
や
キ
ッ
チ
ン
カ
ー

も
や
っ
て
き
て
、
食
も
楽
し
め
ま

す
。
親
子
は
も
ち
ろ
ん
、
大
人
だ

け
で
も
森
の
中
で
二
日
間
を
楽
し

め
ま
す
。
心
も
お
な
か
も
満
た
さ

れ
る
、
魅
力
満
載
な
企
画
で
す
。

　
全
国
的
に
、
住
民
基
本
台
帳
や
戸
籍
の

情
報
に
関
す
る
犯
罪
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
本
来
、
住
民
票
の
写
し
や
戸
籍
証
明
は

本
人
な
ど
か
ら
の
請
求
が
原
則
で
す
が
、

偽
り
な
ど
に
よ
り
他
の
者
が
不
正
に
取
得

し
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
と
き
に
、

そ
の
事
実
を
本
人
に
通
知
す
る
本
人
通
知

制
度
が
、
７
月
１
日
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

制
度
の
導
入
は
、
不
正
取
得
の
抑
止
に
も

つ
な
が
り
ま
す
。

　
不
正
取
得
は
、
個
人
の
財
産
や
人
権
、

人
命
を
脅
か
す
重
大
な
犯
罪
に
つ
な
が
っ

て
い
ま
す
。

●
本
人
に
成
り
済
ま
し
て
住
民
票
の
写
し

な
ど
を
取
得
し
、
そ
の
証
明
書
を
使
っ

て
金
品
を
詐
取
す
る
。
同
様
に
、
住
所

変
更
や
戸
籍
の
届
け
出
に
よ
り
氏
名
変

更
を
行
い
、
身
分
を
詐
取
す
る
。

●
司
法
書
士
や
行
政
書
士
な
ど
は
、「
職
務

上
請
求
書
」の
提
出
で
住
民
票
の
写
し
な

ど
を
、
誰
の
も
の
で
も
請
求
す
る
こ
と

が
法
律
で
認
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の「
職

務
上
請
求
書
」の
偽
造
や
不
正
使
用
に
よ

り
取
得
し
た
情
報
を
依
頼
人
に
売
り
渡

す
。

「
本
人
通
知
制
度
」の
開
始

あ
な
た
の
情
報
が
狙
わ
れ
て
い
ま
す

き
ま
つ
り

〜
森
と
木
に
包
ま
れ
る
夏
〜

犯
罪
の
事
例

窓
口
で
は
、
厳
し
く
本
人
確
認

Ｄ
Ｖ
・
ス
ト
ー
カ
ー
な
ど
の
対
策

  

農
政
課
　
☎
33 - 

1
4
9
1

森
や
木
に
触
れ
合
お
う

場
所

内
容

申
込

日
時

　
住
民
票
の
写
し
な
ど
を
交
付
す
る
窓
口

で
は
、
交
付
申
請
や
各
種
届
け
出
時
に
、

官
公
署
発
行
の
顔
写
真
付
き
の
証
明
書（
住

民
基
本
台
帳
カ
ー
ド 

・
パ
ス
ポ
ー
ト
・

運
転
免
許
証
な
ど
）に
よ
る
本
人
確
認
や
、

場
合
に
よ
っ
て
は
、
交
付
書
類
の
使
用
目

的
の
確
認
を
厳
し
く
行
っ
て
い
ま
す
。

　
顔
写
真
付
き
の
証
明
書
が
な
い
場
合
は
、

保
険
証
や
年
金
手
帳
な
ど
複
数
書
類
を
お

持
ち
く
だ
さ
い
。
こ
れ
は
、
住
民
基
本
台

帳
法
・
戸
籍
法
に
定
め
ら
れ
た
手
続
き
で

す
。Ｄ

Ｖ
・
ス
ト
ー
カ
ー
な
ど
の
加
害
者
が
、

避
難
し
た
被
害
者
の
住
所
情
報
を
得
る
た

め
の
虚
偽
申
請
を
行
い
、
住
所
を
探
索
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。被
害
者
は
、警
察
署

や
女
性
相
談
の
窓
口
に
相
談
し
た
う
え
で
、

戸
籍
住
民
課
に
申
し
出
る
こ
と
で
、「
住
民

基
本
台
帳
事
務
に
お
け
る
支
援
措
置
」に
基

づ
き
、本
人
以
外
へ
の
住
民
票
の
写
し
、戸

籍
の
附
票
の
写
し
の
発
行
を
停
止
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
情
報
漏
え
い
防
止
に
は
、

全
庁
体
制
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

駐
車
場
無
料
利
用
券

平成
26
年8
月3
1日
（日
）ま
で1
回限
り有
効

わん
ぱく
らん
ど・
辻村
植物
公園
駐車
場

※コ
ピー
・ダ
ウン
ロー
ドは
無効

ポイ
ント
カー
ドと
の併
用、

再入
場は
でき
ませ
ん。

  

戸
籍
住
民
課
　
☎
33 - 

1
3
8
1
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合
同
総
合
防
災
訓
練
の
中
で
、
災
害
が

起
き
た
際
に
全
国
か
ら
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
受
け
入
れ
る
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支

援
セ
ン
タ
ー
設
置
運
営
訓
練
を
行
い
ま
す
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
役
と
し
て
参
加
を
希
望

す
る
人
は
、
当
日
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ

い
。

8
月
31
日（
日
）午
前
10
時
～
正
午

マ
ロ
ニ
エ
集
会
室
２
０
２

※�

動
き
や
す
い
服

装
・
靴
で
お
越

し
く
だ
さ
い
。

　
震
度
7
の
神
奈
川
県
西
部
地
震
を
想
定

し
、
訓
練
を
行
い
ま
す
。

　
防
災
関
係
機
関
、
行
政
機
関
な
ど
、
災

害
時
に
連
携
す
る
機
関
を
交
え
た
訓
練
を

行
う
こ
と
で
、
相
互
連
携
や
広
域
応
援
体

制
の
充
実
を
目
指
す
と
と
も
に
、
地
域
防

災
力
の
強
化
と
防
災
意
識
の
向
上
を
図
り

ま
す
。8

月
31
日（
日
）午
前
10
時
～
正
午

中
央
会
場
…
酒
匂
川
ス
ポ
ー
ツ
広
場

地
域
会
場
…
マ
ロ
ニ
エ
、
県
立
西
湘

高
等
学
校
、
小
田
原
市
立
病
院�

他

情
報
受
伝
達
、
自
主
防
災
組
織
訓

練
、
道
路
啓
開
復
旧
、
救
出
救
助
、

医
療
救
護
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
復
旧
、

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー

設
置
運
営
、
多
数
遺
体
収
容
施
設
設

置
運
営
、
災
害
拠
点
病
院
連
携
訓
練

な
ど

　
当
日
の
午
前
６
時
か
ら
9
時
30
分
頃
ま

で
、
酒
匂
川
左
岸
河
口
付
近
で
、
海
上
自

衛
隊
輸
送
艇
に
よ
る
輸
送
訓
練
を
行
い
ま

す
。
ま
た
、
合
同
総
合
防
災
訓
練
に
は
、

航
空
機
が
多
数
参
加
し
ま
す
。
そ
の
た
め
、

騒
音
な
ど
で
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ビ
ッ
グ
レ
ス
キ
ュ
ー
か
な
が
わ

平
成
２６
年
度
神
奈
川
県
・
小
田
原
市

合
同
総
合
防
災
訓
練

  

防
災
対
策
課
　
☎
33 - 

1
8
5
6

　
9
月
9
日
は
、
救
急
業
務
や
救
急
医
療

に
理
解
を
深
め
る「
救
急
の
日
」。
こ
の
日

を
含
む
一
週
間
は「
救
急
医
療
週
間
」で
す
。

　
市
で
は
、
応
急
手
当
や
医
療
機
関
の
正

し
い
理
解
と
知
識
を
深
め
る
た
め
、
救
命

講
習
を
行
い
ま
す
。

1 

普
通
救
命
講
習
I

9
月
7
日（
日
）

午
前
10
時
～
午
後
1
時

マ
ロ
ニ
エ
3
階
ホ
ー
ル

講
演（
講
師
…
市
立
病
院
救
命
救
急

セ
ン
タ
ー
医
師
）

救
命
講
習（
心
肺
蘇
生
法
と
Ａ
Ｅ
Ｄ

取
り
扱
い
実
技
）

市
消
防
本
部
管
轄
内
に
在
住
、
在

勤
、
在
学
の
中
学
生
以
上
の
人

�����

１
０
０
人

8
月
7
日（
木
）午
前
９
時
か
ら
電
話

で
。
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
。

※�
講
習
修
了
者
は
、
普
通
救
命
講
習
修
了

証
を
得
ら
れ
ま
す
。

2 

上
級
救
命
講
習

9
月
13
日（
土
）

午
前
9
時
～
午
後
6
時

県
立
足
柄
上
病
院
1
階
研
修
室

（
松
田
町
松
田
惣
領
8
6
6-

1
）

普
通
救
命
講
習
Ⅰ
の
内
容
に
、「
傷
病

者
管
理
」「
固
定
法
」「
熱
傷
の
手
当
」

「
搬
送
法
」
な
ど
を
加
え
た
応
急
手

当
全
般

市
消
防
本
部
管
轄
内
に
在
住
、
在
学

の
中
学
生

�����

20
人

8
月
13
日（
水
）午
前
9
時
か
ら
電
話

で
。
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
。

※�

講
習
修
了
者
は
、
上
級
救
命
講
習
修
了

証
を
得
ら
れ
ま
す
。

救
急
の
日
・
救
急
医
療
週
間
　
救
命
講
習

正
し
い
理
解
と
知
識
を
深
め
よ
う

  

救
急
課
　
☎
49 - 

4
4
4
1
 

場
所

場
所

対
象

対
象

内
容

内
容

申
込

申
込

日
時

日
時

募
集
人
数

募
集
人
数

場
所

場
所

内
容

日
時

日
時



障
が
い
者
の
働
く
場
4

連 載

14

　
東
町
に
あ
る
「
ゆ
う
」
は
、独
り
で
外
出

す
る
こ
と
が
難
し
い
身
体
障
が
い
者
な
ど

の
活
動
の
場
と
し
て
平
成
5
年
に
設
立
さ

れ
、現
在
18
人
が
利
用
し
て
い
ま
す
。

　
脳
こ
う
そ
く
な
ど
に
よ
る
半
身
不
随
や

失
語
症
の
た
め
、
自
分
の
思
い
を
う
ま
く

伝
え
ら
れ
な
い
利
用
者
も
い
ま
す
が
、
施

設
の
仲
間
と
関
わ
る
こ
と
で
、
徐
々
に
声

を
出
せ
る
よ
う
に
な
り
、
楽
し
く
作
業
し

て
い
ま
す
。

　
施
設
設
立
当
初
は
、
菓
子
箱
の
組
み

立
て
、
電
化
製
品
の
解
体
・
分
別
な
ど

簡
単
な
作
業
に
限
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、

互
い
に
意
見

を
出
し
合
い
、

利
用
者
の
障

が
い
に
応
じ

て
作
業
し
や

す
い
工
具
を

使
う
な
ど
工

夫
す
る
こ
と

で
、
い
ろ
い

ろ
な
作
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
で

は
、
手
芸
品
や
す
り
ガ
ラ
ス
製
品
の
加
工

な
ど
、
手
の
か
か
る
作
業
も
き
れ
い
に
仕

上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
製
品

の
売
り
上
げ
は
工
賃
と
し
て
支
払
わ
れ
る

の
で
、利
用
者
の
励
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
生
活
訓
練
や
書
道
、
旅
行
な
ど
、

利
用
者
の
交
流
を
深
め
る
活
動
も
取
り
入

れ
て
い
ま
す
。

　
「
送
迎
す
る
こ
と
も
で
き
る
の
で
、
自

力
で
通
え
ず
利
用
を
迷
っ
て
い
る
人
も
、

ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
」
と
理
事
長
の

我わ
が

妻つ
ま

繁
雄
さ
ん
は
話
し
ま
す
。

　
「
ゆ
う
」
の
利
用
者
は
、
今
日
も
笑
顔

で
活
動
し
て
い
ま
す
。

「
ゆ
う
」

ゆ
う（
東
町
1-

32-

29
）

・
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

術
作
家
の
共
同
ア
ト
リ
エ
「
斧
と
ケ
ー
ブ

ル
」
、
2
階
を
、
写
真
家
や
織
物
・
染
め
物

な
ど
の
作
家
、ウ
ェ
ブ
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
活
動

ス
ペ
ー
ス
に
し
ま
し
た
。ふ
だ
ん
は
非
公
開

で
す
が
、
不
定
期
に
公
開
し
て
い
ま
す
。

　

6
～
7
月
、「
ア
キ
バ
タ
マ
ビ
21
」（
東

京
都
千
代
田
区
）で
開
か
れ
た
展
覧
会
「
タ

ブ
レ
ッ
ト
」
で
は
、「
斧
と
ケ
ー
ブ
ル
」
の

メ
ン
バ
ー
5
人
が
、こ
こ
で
制
作
し
た
作
品

を
展
示
し
ま
し
た
。

　
小
田
原
で
は
、芸
術
文
化
創
造
セ
ン
タ
ー

や
、
市
の
ふ
る
さ
と
大
使
で
も
あ
る

杉
本
博
司
さ
ん
の
芸
術
施
設
「（
仮

称
）江
之
浦
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
」
な

ど
が
開
館
準
備
中
と
聞
き
、
と
て
も

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
芸
術
と
お

い
し
い
食
べ
物
が
そ
ろ
っ
て
い
る
場

所
は
、
特
に
魅
力
的
で
す
。
小
田
原

が
、
多
く
の
人
が
集
ま
る
場
所
に
な

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
メ
ン
バ
ー
は
横
浜
や
鎌
倉
に
住
ん
で
い

る
の
で
通
う
に
は
遠
い
で
す
が
、「
目
の
前

が
海
、
背
後
に
山
」
と
い
う
最
高
の
ロ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
決
め
手
で
し
た
。

　
早
川
駅
か
ら
ア
ト
リ
エ
に
向
か
う
途
中
、

柑か
ん

橘き
つ

類
の
無
人
販
売
が
あ
っ
た
り
、
漁
港

近
く
の
お
店
で
食
べ
る
新
鮮
な
魚
介
類
は
、

本
当
に
お
い
し
く
、
幸
せ
を
感
じ
ま
す
。

　
早
川
に
あ
る
共
同
ア
ト
リ
エ
「
斧お

の

と

ケ
ー
ブ
ル
」
で
は
、
若
手
の
美
術
作
家
が
集

ま
り
、
作
品
の
制
作
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
大
き
な
油
絵
や
立
体
造
形
な
ど
、
自
宅

で
制
作
・
保
管
す
る
こ
と
が
難
し
い
作
品

に
は
、
広
い
作
業
場
が
必
要
で
す
。そ
の
た

め
、
若
手
の
美
術
作
家
が
数
人
で
古
い
店

舗
や
倉
庫
な
ど
を
借
り
、
共
同
ア
ト
リ
エ
と

し
て
共
有
す
る
こ
と
は
よ
く
あ
り
ま
す
。

　
土
産
物
屋
だ
っ
た
早
川
の
海
辺
の
古
い

建
物
を
自
分
た
ち
で
改
修
し
、
1
階
を
美

早
川
の
共
同
ア
ト
リ
エ
か
ら

ア
ー
ト
を
発
信

共同アトリエ「斧とケーブル」メンバー
（後列左から）松本真希さん、今村洋平さん、小林孝一郎さん
（前列左から）岡本果倫さん、三津繁郎さん
美術大学などの仲間が中心となり、油絵や特殊な技法を用い
た立体物など、各自がさまざまな作品を制作している。

Ar t  S c e n e

皆がそれぞれ、真剣に作業しています

利用者が加工した製品

《 連 載 》 小 田 原 の ア ー ト シ ー ン

《 連 載 》 小 田 原 の ア ー ト シ ー ン



桜茶などにしたときに、ピン
クのきれいな花が開くよう、
不要な「がく」などを落として
いるんだ。

広報　小田原　2014.8.115

砂糖の他に、落花生の粉、水あ
め、からし粉、ごまを加え、この
機械で混ぜ合わせるんだ。

この辺りで取れる桜の花だよ。
梅酢に漬けたものをほぐして
いるんだ。これを塩に漬けると
「桜花漬」が完成するよ。

原料のうち、からし粉だけは
このたるの中でお湯と混ぜ合
わせるんだ。からし粉は、粉
の状態だと辛くなくて、水分
と合わせることで辛さが出る
んだ。お湯と混ぜると目を開
けていられないほどだよ。

混ぜ合わせた材料
を、しその葉で包む
んだ。昔から、この
作業は手作業だよ。

みかんちゃんとジョー君の

もの知りで優しいみかんちゃんと、やんちゃなジョー君が、
市内地場産業の事業所を訪ねます。

ほととぎす巻は辛いのに、
大量の砂糖を入れるんだね。 ピンクできれい！ これは何だろう？

なんで籠があるの？

葉っぱでくるくる巻くの？

なんだか、目が痛い感じがするよ。

ほととぎす巻は椎野食品工業所さんが
作り始めて、広めたのよ。

1人で1時間に約150個も巻くのよ。

「桜花漬」は、お祝いの席で
出てくる「桜茶」などに
使われているわ。
全国の「桜花漬」の8割以上が、
小田原で作られているのよ。

食べた後、からしの辛さで
「ヒィー」となるところが
ほととぎすの鳴き声に
似ていることから
「ほととぎす巻」と
名づけられたのよ。

桜花漬にするのは、花だけ。
短い期間に一気に花を
収穫しているのよ。

ごはんのお供に、
ほととぎす巻を食べてみよう。

昔のほととぎす巻は、今よりずっと辛かったのよ。
現代の味覚に合うように、
落花生の風味を強くしているわ。

 17 椎野食品工業所の巻（ほととぎす巻・桜花漬）
株式会社 椎野食品工業所
所在　前川502

椎野食品工業所は、1844（弘化元）年に
創業し、約170年の歴史がある漬物専門
店です。近隣で取れる落花生・しそなど
を使った「ほととぎす巻」、「桜花漬」、「梅
干」など、地域で収穫されるものを中心に

製造・販売しています。
今回は、七代目の椎野
俊久さんに案内しても
らいました。



発行：小田原市   〒250-8555  小田原市荻窪300番地  市役所総合案内   ☎0465-33-1300
編集：企画部広報広聴課   ☎0465-33-1261  FAX0465-32-4640  ⓒ小田原市2014・8
広報小田原は、資源保護のため再生紙を使用しています。
7月1日現在 小田原市の人口 195,242人　80,152世帯

 毎月1日発行
No.1112

　
海
や
川
が
近
い
小
田
原
に
住
む
子
ど
も

に
と
っ
て
、魚
は
な
じ
み
の
食
材
で
す
。夏

の
訪
れ
を
告
げ
る
ア
ジ
は
、家
庭
で
も
よ

く
使
わ
れ
る
魚
の
一
つ
。ア
ジ
は
、味
が
よ

い
か
ら「
ア
ジ
」と
名
づ
け
ら
れ
た
と
も
い

わ
れ
る
ほ
ど
、あ
っ
さ
り
と
し
て
う
ま
み
が

あ
り
ま
す
。し
か
し
、「
骨
が
あ
る
か

ら・・・」な
ど
と
苦
手
な
子
ど
も
も
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
昨
年
、学
校
栄
養
士
研
究
会
で

は
、少
し
ア
レ
ン
ジ
す
る
こ
と
で
魚
が
苦

手
な
子
ど
も
で
も
食
べ
や
す
く
な
る
献
立

を
考
案
し
ま
し
た
。

　
今
日
の
献
立
は
、「
ア
ジ
の
み
そ
マ
ヨ
焼

き
」。3
枚
に
お
ろ
し
た
ア
ジ
の
上
に
み
そ・

マ
ヨ
ネ
ー
ズ・野
菜
を
混
ぜ
た
タ
レ
を
か
け

て
オ
ー
ブ
ン
で
焼
き
ま
す
。

　
食
べ
る
こ
と
は
生
き
る
基
本
。毎
日
お

い
し
く
給
食
を
食
べ
る
子
ど
も
の
笑
顔
を

励
み
に
、こ
れ
か
ら
も
食
べ
る
こ
と
の
大
切

さ
を
伝
え
て
い
き
ま
す
。

※

毎
日
の
献
立
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介

し
て 

い
ま
す 

!!

　
　
　 「
小
田
原
市
立
芦
子
小
学
校
」で

検
索
↓「
今
日
の
こ
ん
だ
て
」を
ク
リ
ッ
ク

身近な魚を生かす
芦子小学校

アジのみそマヨ焼き

給食のようす

●アジ　4匹(3枚におろす）
●小麦粉　大さじ1　●塩・こしょう　少々
●たまねぎ　中1/4個（薄切り）
●にんじん　中1/6本（せん切り）
●しょうが　少 （々みじん切り）　
●葉ねぎ（小口切り）  少々
●調味料（みそ　大さじ1　マヨネーズ　小さじ2　
　酒  大さじ1）

材　料
アジは３枚におろして、軽く塩・こしょうを振り、下味をつ
ける。
たまねぎは薄切り、にんじんはせん切り、しょうがはみじ
ん切りにして調味料と混ぜ、タレを作る。
❶で下味をつけたアジに小麦粉をまぶし、❷で作ったタ
レをかけ、葉ねぎを乗せてオーブントースターで7～8分
ほど焼く。

❶

❷

❸

作り方

アジのみそマヨ焼き （4人分）

※ご家庭での作り方

ちょっとした工夫で、ふだんは塩焼きや刺し身など
で食べるアジが、子どもにも食べやすいメニューに
変身します。

ア
ジ

箱
根
や
丹
沢
の
山
々
と
相
模
湾
に
囲
ま
れ
、

豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
て
い
る
小
田
原
。

県
や
市
が
地
産
地
消
の
推
進
に
取
り
組
む
中
、

子
ど
も
に
は
地
元
の
食
材
を

身
近
に
感
じ
、

興
味
を
持
っ
て
ほ
し
い
と
の

願
い
を
込
め
な
が
ら
、

毎
日
の
献
立
を
考
え
て
い
ま
す
。

その 4

芦子小学校栄養士・増田教子さん

今
日
の
献
立
は
何
だ
ろ
う
？

季
節
を
感
じ
、

地
域
の
恵
み
を
い
た
だ
く
献
立
・
・
・

学
校
給
食
を

の
ぞ
い
て
み
ま
し
ょ
う
。
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